
196　（196～200） 小児保健研究

1．はじめに

　少子化，家族形態の多様化が進む現在，孤立した子

育てについて質的にも量的にも十分な支援策を講じる

ことが課題となっている。保護者と子どもを日常的に

支えつつ虐待予防や障害児支援を展開することは国の

重要施策の一つであり，平成20年に改正された新保育

所保育指針は，保育の質向上に向けた「根拠に基づく

支援⊥「評価」，「自己点検」の重要性を強調した1・　2）。

保育の質向上への大きな転機を迎えた保育実践の場で

は，多くの保育専門職が，「子どもの気になる行動」

や「保護者のサイン」をどのように受け止め，判断し，

実践し，評価すべきか日々悩みながら活動している。

一方，共働き世帯は年々増加しており，2013年の共働

き世帯数は，男性雇用者と無業の妻から成る世帯数の

1．4倍以上である3）。保育所保育の社会的な要請は長期

的に継続すると考えられる。

　われわれは，1996～2008年までの12年にわたるコ

ホート研究により，36，000人の保護者と子どもから詳

細なデータを取得し，子どもの健やかな成長に影響す

る要因を科学的に分析してきた。そして，5つの支援

ッール（①一般発達評価票，②社会的スキル尺度③

気になる子ども支援チェックリスト，④育児環境評価

票⑤保育環境評価票）を開発するとともに，その根

拠を実践で活かす方法について整理した45）。しかし，

現状の課題を解決するためには，それらを「より活用

しやすい形」，「成果を視覚的にとらえやすい形」，「柔

軟性および汎用性の高い形」で提供すること，継続的

なコホート研究により着実な保育の質向上サイクルを

展開することが求められる。2008年，5つのツールと

支援設計を情報通信技術の活用により提供する「WEB

を活用した園児総合支援システム（以下，本システム）」

を開発し，保育実践の場に導入した。

1．WEBを活用した園児総合支援システムの概要

　本システムは，保育所や幼稚園などに所属する0～

6歳の子どもの情報を集積する。5つのツールの他，

ホーム画面，園児一覧画面，個人基本情報（性別，生

年月日，入園年齢，保育時間，家族構成，保護者の職

業など），評価レポート，支援設計で構成されている。

5つのツール，評価レポート，支援設計と，園児一覧

画面，個人基本情報画面は，相互にリンクし，クリッ

ク（またはタップ）操作にて移動可能である（図1）。

　5つのツールは，どこからでも入力を始めることが

できる。大きめの画面をタップしながら園児情報を入

力すると，結果を瞬時に集計し，グラフ化し，視覚的

に表示する（図2）。全国平均や標準値との比較ができ，

個々の園児の発達状況を客観的に確認（図3）するこ

とができる。特別な配慮が必要な子どもには，アラー

ト（注意喚起サイン）を示し，かかわりのヒントを表
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図1　WEBを活用した園児情報記録システムの全体像
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図2　入力画面
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図3　入力結果の表示
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※図2～5に示したデータは，すべてデモンストレーション用のダミーデータである。

示する（図4）。さらに，目標課題，背景，影響要因，

支援方法，根拠で構成される「支援設計レポート作

成機能」を搭載（図5）し，根拠に基づく日々の保育

を支える。

　本システムは，保育専門職や保護者が，さまざまな

端末から入力する園児情報を継続的に集積し，保育専

門職保護者，研究者にメリットをもたらす。保育専

門職は，子どもの発達状況の特徴を視覚的に確認し，

配慮を要する子どもや保護者を早期に把握し，根拠に

基づく支援を行うことが可能となる。保護者に対して

は，わかりやすく子どもの状態を示すことができ，保

護者と保育専門職が子どもに関する情報を共有するこ

とができる。

　本システムは，連結可能匿名化された園児情報を

継続的に集積する。これによりわれわれ研究者は，子

どもの発達に関する経時的な情報記録を活用し，園児

の発達に関するさらなる根拠を生み出し，本システム

にフィードバックすることが可能となる。

皿．WEBを活用した園児総合支援システム活用の成果

　本システムに集積されたデータを分析した結果育

児環境が1年後の社会能力の発達に影響することや，

2年後の粗大運動発達，生活技術発達，言語発達など

に影響することが示されている。また，1歳時の育児

環境が，5歳時の社会能力の発達に影響することが示

されている。本システムに集積されたデータが，子ど

もの健やかな発達に影響する育児環境要因や，子ども

の発達に適した育児環境を少しずつ明らかにしている
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表配慮を要する保護者の1年後の育児環境改善への効果

リスク者の

　人数

改善 変化なし

人数　（％） 人数　（％）

制限や罰の回避

　子どもの誤りへの対応（たたく）

　子どもを毎日たたく

722

241

443　（61．4）

166　（68．9）

279　（38．6）

75　（31．1）

人的かかわり

　一緒に遊ぶ

　一緒に本を読む

　一緒に歌を歌う

　配偶者の育児協力

　家族で食事をする

201

1，531

448

870

272

134　（66．7）

817　（53．4）

274　（6L2）

447　（51．4）

221　（8L3）

67　（33．3）

714（46．6）

174　（38．8）

423　（48．6）

51　（18．7）

社会的かかわり

　一緒に買物に行く

　公園などに連れていく

　知人との交流の機会

283

2748

4，586

224　（79．2）　　　　　　59　（20．8）

1，279　（46．5）　　　　1，469　（53．5）

1，335　（29．1）　　　　3，251　（70．9）

社会的サポート

　育児支援者の有無

　育児相談者の有無

　配偶者と子どもの話をする

2307

460

715

945　（41．0）　　　　1362　（59．0）

292　（63．5）　　　　　168　（36．5）

415（58．0）　　　　300（42．0）

といえよう。

　本システムは，アセスメントに必要な園児情報の

収集と理解アセスメント，目標の明確化，支援評

価，継続的な情報活用，関連・因果関係の検証という

PDCAサイクル展開に寄与する機能を内包することが

確認されている67）。本システムを活用している認可保

育園に通園している子どもの保護者11，640人のうち，

配慮を要するかかわりをしていた保護者の1年後の育

児環境の変化を調査した結果制限や罰の回避領域に

おいて好ましくないかかわりをしていた養育者の，「子

どもの誤りへの対応（たたく）」の61．4％，「子どもを

毎日たたく」の68．9％に，かかわりの改善がみられた。

人的かかわりが乏しかった養育者では，「一緒に遊ぶ」

の66．7％，「一緒に本を読む」の53．4％，「一緒に歌を

歌う」の6L2％，「配偶者の育児協力」の51．4％，「家

族で食事をする」の81．3％に，かかわりの改善がみら

れた。社会的かかわりが乏しかった養育者では，「一

緒に買い物に行く」の792％，「公園などに連れて行く」

の46．5％，「知人との交流の機会」の29．1％に，かかわ

りの改善がみられた。社会的サポートが乏しかった養

育者では，「育児支援者の有無」の41．0％，「育児相談

者の有無」の63．5％，「配偶者（またはそれに代わる人）

と子どもの話をする」の58．0％に改善がみられた（表）。

保育専門職が，本システムを適切に活用しながら子ど

もと養育者に真摯に向き合い支援することにより，子

どもの健やかな発達に影響する育児環境の改善につな

がった可能性が考えられる。

　保育コホート研究の成果と情報通信技術の融合によ

り，①根拠に基づく保育実践を継続的に展開し子ども

と保護者の健やかな育ちを支え促す，②特段の配慮を

要する子どもを早期に把握し他機関と連携した質の高

い支援を継続的に実施し評価する，③体系化された情

報の集積による継続的かつ着実な保育の質向上サイク

ル展開の歯車が動き始めた。本システムの継続的な活

用により，さらに強固な根拠の創出と，子どもと保護

者の健やかな育ちを促していくことが期待される。

IV．おわりに

　現在，本保育コホート研究は17年目，本システム活

用は5年目を迎えた。本システムを導入した保育所，

幼稚園は91園登録された園児数は44，000人を超えた。

本システムは，保育実践の場では，経験的根拠の立証

や職員間での情報共有のみならず，子どもの状況を保

護者と共有することに活用されている。インクルーシ

ブ保育の中では，「子どもを理解する」ために活用さ

れている。保育専門職は，本システムを日常的に保育

の中で活用し，子どもの健やかな育ちを支えている。

今後は，国際比較への発展，妊娠期から思春期までの

継続したシステムとしての発展などが期待される。
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　本システムの開発は，社会技術研究開発センター「研究

開発成果実装支援プログラム」の助成を受けました。ま

た，本システム開発全般にわたりご協力をいただきまし

た全国夜間保育園連盟の天久　薫会長，枝本信一郎副会

長，保育パワーアップ研究会の皆さま，本システムを活

用してくださっている全国の保育所，幼稚園，認定子ど

も園の皆さまに，心より御礼を申し上げます。
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